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２　

授
業
実
践
研
修
の
目
的
と
実
施
方
法

　

一
般
に
、
小
・
中
学
校
に
お
い
て
授
業

研
究
は
校
内
研
修
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

組
織
風
土
と
し
て
根
付
い
て
い
る
一
方

で
、
高
校
で
は
授
業
公
開
は
定
着
し
つ
つ

あ
る
も
の
の
、
そ
の
先
の
研
究
協
議
と
な

る
と
教
科
の
専
門
性
の
壁
や
多
忙
化
に
よ

る
時
間
確
保
の
問
題
等
の
理
由
で
あ
ま
り

活
発
で
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

授
業
実
践
研
修
は
、
初
任
・
経
験
５

年
・
経
験
10
年
の
悉
皆
研
修
の
枠
組
み

の
中
で
、
教
職
経
験
の
異
な
る
教
員(

計

７
４
１
名)

が
校
種
別
・
教
科
別
に
７
～

８
名
の
研
修
班(

計
１
０
５
班)

に
分
か

れ
、
年
間
４
回
の
研
修
講
座
を
通
し
て
、

相
互
研
鑽
に
よ
る
継
続
的
な
授
業
改
善
を

図
り
、
授
業
力
の
向
上
を
め
ざ
す
も
の
で

あ
る
。

　

こ
の
研
修
の
第
一
の
特
徴
は
、
初
任
・

５
年
・
10
年
の
悉
皆
研
修
の
中
に
授
業
研

究
の
た
め
の
研
修
講
座
を
４
回
分
組
み
込

ん
だ
点
に
あ
る
。
悉
皆
研
修
の
中
に
授
業

研
究
を
位
置
づ
け
る
こ
と
に
よ
り
、
小
・

中
・
県
立
学
校
す
べ
て
の
学
校
現
場
に
授

１　

は
じ
め
に

　

三
重
県
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
11
年

３
月
、
本
県
の
教
育
を
推
進
す
る
た
め
の

指
針
と
し
て
「
三
重
県
教
育
振
興
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
策
定
し
、
４
次
に
わ
た
る
推
進
計

画
に
沿
っ
て
、
具
体
的
な
施
策
を
展
開
し

て
き
た
。
こ
の
計
画
期
間
が
平
成
22
年
度

で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
取

組
成
果
の
検
証
を
踏
ま
え
つ
つ
、
本
県
教

育
の
目
指
す
べ
き
姿
と
そ
の
実
現
に
向
け

た
施
策
の
方
向
性
を
示
す
新
し
い
指
針
と

し
て
、「
次
期
教
育
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
（
仮

称
）」（
平
成
23
～
27
年
度
）
の
策
定
を
進

め
て
い
る
。

　
「
次
期
教
育
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
（
仮
称
）」

中
間
案
の
中
で
、「
研
修
の
充
実
」
に
つ

い
て
、「『
授
業
の
改
善
』
を
重
視
し
、
授

業
へ
の
有
効
度
を
検
証
し
な
が
ら
継
続
的

な
改
善
を
図
り
ま
す
」「
教
育
委
員
会
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
相
互
に
授

業
を
公
開
し
、
共
に
向
上
す
る
授
業
力
向

上
の
方
針
を
示
す
な
ど
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
る

人
材
育
成
を
推
進
し
ま
す
」
と
記
述
さ
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
考
え
方
を
受
け
て
、

教
職
員
の
指
導
力
向
上
に
向
け
た
新
た
な

取
組
と
し
て
、三
重
県
教
育
委
員
会
で
は
、

今
年
度
か
ら
初
任
・
経
験
５
年
・
経
験
10

年
の
悉
皆
研
修
を
ベ
ー
ス
に
し
た
「
授
業

実
践
研
修
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

　

ま
た
前
述
の
中
間
案
に
お
い
て
、「
教

育
の
情
報
化
の
推
進
」
と
し
て
、「
す
べ

て
の
教
員
が
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
を
身
に

つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
指
導
力
向
上

や
指
導
方
法
の
改
善
に
取
り
組
む
」
と
さ

れ
て
い
る
。
以
前
か
ら
情
報
教
育
研
修
の

中
で
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
向
上

に
取
り
組
み
、
文
部
科
学
省
の
「
平
成
21

年
度 

学
校
に
お
け
る
教
育
の
情
報
化
の

実
態
等
に
関
す
る
調
査
結
果
」
に
お
い

て
、「
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
」
の

５
項
目
す
べ
て
で
三
重
県
が
全
国
第
１
位

と
な
っ
た
。

　

本
稿
で
は
、
三
重
県
に
お
け
る
教
員
の

資
質･

能
力
の
向
上
に
向
け
た
取
組
と
し

て
、「
授
業
実
践
研
修
」
の
目
的
と
実
施

方
法
に
つ
い
て
、
ま
た
、
教
職
員
の
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
指
導
力
向
上
に
向
け
た
取
組
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

三重県における
教員の資質・能力の向上に向けた取組

谷口 光暁三重県教育委員会事務局　研修分野　研修指導室長



33 Synapse  2010.12   Vol.03

業
研
究
の
組
織
風
土
、
授
業
改
善
の
文
化

を
広
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、初
任
・

５
年
・
10
年
と
教
職
経
験
の
異
な
る
教
員

が
同
じ
研
修
班
の
中
で
授
業
を
見
せ
合
い

相
互
に
研
鑽
を
積
む
こ
と
に
よ
り
、
初
任

者
の
授
業
力
向
上
は
も
と
よ
り
、
５
年
経

験
者
に
と
っ
て
は
初
任
者
の
悩
み
や
疑
問

を
受
け
と
め
ア
ド
バ
イ
ス
す
る
力
を
つ
け

る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
10

年
経
験
者
に
と
っ
て
は
、研
修
班
で
の「
対

話
」
を
通
し
て
他
の
メ
ン
バ
ー
を
リ
ー
ド

し
、
ま
と
め
て
い
く
力
を
身
に
つ
け
、
学

校
組
織
の
中
の
中
堅
教
員
と
し
て
の
資
質

能
力
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

第
二
の
特
徴
は
、
図
１
の
よ
う
に
小･

図１　授業実践研修の実施方法

図２　授業実践研修の一日

中
・
県
立
学
校
別
の
研
修
班
を
合
体
さ

せ
、
異
校
種
合
同
班
（
約
30
名
）
に
よ
る

研
修
講
座
を
第
４
回
目
に
実
施
す
る
点
に

あ
る
。
同
じ
教
科
の
研
修
班
を
い
く
つ
か

合
わ
せ
て
校
種
の
枠
を
超
え
た
班
を
構
成

し
、
授
業
研
究
を
合
同
で
行
う
。
ふ
だ
ん

顔
を
合
わ
せ
る
こ
と
の
な
い
メ
ン
バ
ー
が

合
同
で
研
究
協
議
す
る
中
で
、
小
・
中
の

先
生
に
と
っ
て
は
専
門
性
の
高
い
高
校
の

授
業
に
触
れ
、
新
た
な
気
づ
き
を
得
る
機

会
と
な
る
で
あ
ろ
う
し
、
県
立
の
先
生
に

と
っ
て
は
小
・
中
の
授
業
研
究
を
実
際
に

体
験
す
る
こ
と
で
丁
寧
な
研
究
協
議
の
手

法
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

第
１
回
の
授
業
実
践
研
修
講
座
は
、
共

通
の
集
合
研
修
ス
タ
イ
ル
で
行
い
、
授
業

研
究
に
取
り
組
む
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

ア
ッ
プ
さ
せ
る
た
め
の
講
義
「
魅
力
あ
る

授
業
実
践
」
を
受
講
し
た
後
、
研
修
班
ご

と
に
分
か
れ
、
班
別
の
年
間
計
画
、
研
修

テ
ー
マ
を
作
成
し
た
。
９
月
～
12
月
の
第

２
回
と
第
３
回
は
研
修
班
ご
と
に
学
校
現

場
で
授
業
研
究
を
実
施
す
る
。
来
年
１
月

～
２
月
実
施
予
定
の
第
４
回
が
異
校
種
合

同
班
に
よ
る
研
修
と
な
る
。

　

受
講
者
は
、
必
ず
各
自
一
回
、
学
習
指

導
案
を
作
成
し
た
う
え
で
学
校
現
場
で
の

授
業
公
開
ま
た
は
ビ
デ
オ
記
録
に
よ
る
授

業
公
開
を
行
い
、
そ
の
後
に
研
究
協
議
を

行
う
（
図
２
）。
研
究
協
議
は
、
付
箋
を

用
い
た
全
員
参
加
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形

式
で
、
学
習
指
導
案
を
中
心
に
授
業
分
析

の
協
議
を
行
う
ス
タ
イ
ル
や
、「
授
業
の

良
か
っ
た
点
・
改
善
す
べ
き
点
」
を
縦
軸
、

「
生
徒
・
教
師
」
を
横
軸
に
個
々
の
気
づ

き
を
構
造
化
し
て
い
く
概
念
化
シ
ー
ト
法

な
ど
、
い
く
つ
か
の
手
法
を
組
み
合
わ
せ

て
実
施
し
て
い
る
。
各
研
修
班
に
は
県
教

育
委
員
会
事
務
局
研
修
分
野
の
研
修
主
事

１
名
が
チ
ュ
ー
タ
ー
と
し
て
つ
き
、
研
修

を
運
営
・
補
佐
す
る
と
と
も
に
、
指
導
主

事
や
大
学
教
授
に
よ
る
指
導
・
助
言
を
受

け
て
授
業
改
善
に
取
り
組
む
。
日
程
・
会

場
調
整
や
、
学
習
指
導
案
・
当
日
実
施
要

領
の
事
前
掲
示
は
、
三
重
県
総
合
教
育
セ

ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
研
修
班
ご
と

の
サ
イ
ト
を
つ
く
り
、
受
講
者
ど
う
し
の

意
見
交
換
も
含
め
て
Ｗ
Ｅ
Ｂ
上
で
行
っ
て

い
る
。

　

９
月
末
の
時
点
で
29
の
研
修
班
が
第
２

回
研
修
を
終
え
た
が
、
参
加
者
２
０
４
名

の
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、「
満
足
」「
ど

ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
」
合
わ
せ
て
98
％

と
、
高
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
先
輩
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
い
、
授

業
を
考
え
る
幅
が
広
が
っ
た
」「
後
輩
の

姿
を
見
て
初
心
に
か
え
ろ
う
と
い
う
気
持

ち
が
強
く
な
っ
た
」
等
の
感
想
も
寄
せ
ら

れ
て
い
る
。
ま
だ
年
度
途
中
の
進
行
段
階

の
事
業
で
あ
り
、今
後
ど
の
よ
う
な
課
題
・

成
果
が
明
ら
か
に
な
る
か
未
確
定
で
あ
る

が
、
授
業
改
善
に
向
け
た
教
育
委
員
会
全

体
の
取
組
と
連
動
さ
せ
、
教
職
員
の
授
業

力
向
上
に
つ
な
げ
た
い
と
考
え
て
い
る
。

研修班
７～８名

研修班
７～８名

研修班
７～８名

研修班
７～８名

異校種合同班
約30名

チューター１名が運営・補佐

○発表者による授業の公開
○授業の参観
○研究協議（ワークショップ）
　※助言者（指導主事）
　※チューター（研修主事）

学習指導案と授業記録ビ  
デオを持ちより、研究協議
班のテーマに合う授業の
一部を見て、研究協議
一日の振り返りとまとめ

●

●

●

午
前

午
後
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る
と
と
も
に
、
授
業
な
ど
で
活
用
で
き
る

教
材
や
具
体
的
な
活
用
事
例
、
校
内
研
修

の
具
体
的
な
進
め
方
も
併
せ
て
紹
介
し

た
。
ま
た
、
受
講
者
が
校
内
研
修
等
を
円

滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
に
、
教
材
や
研
修

資
料
等
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
よ
う
に
し
た
。受
講
者
は
、

各
所
属
校
で
校
内
研
修
等
を
実
施
し
、
校

内
研
修
実
施
報
告
を
提
出
す
る
（
図
４
）。

　

各
学
校
で
の
校
内
研
修
等
に
お
い
て
、

「
指
導
で
き
な
い
」
と
自
己
評
価
し
た
教

員
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
と
し
て
、
県
総
合
教
育

セ
ン
タ
ー
で
の
情
報
教
育
研
修
や
、
ネ
ッ

い
る
。

　

三
重
県
の
情
報
教
育
に
関
す
る
教
職
員

研
修
は
、
平
成
19
年
度
ま
で
教
職
員
が

ニ
ー
ズ
に
応
じ
て
選
択
受
講
す
る
自
己
選

択
研
修
が
中
心
で
あ
っ
た
。
情
報
教
育
を

校
内
研
修
等
で
推
進
で
き
る
ス
ク
ー
ル

リ
ー
ダ
ー
の
育
成
研
修
も
行
っ
て
き
た
が

受
講
者
数
が
限
ら
れ
て
お
り
、
三
重
県
の

教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
は
、
平
成
19

年
度
の
同
調
査
結
果
に
お
い
て
全
国
第
29

位
か
ら
第
38
位
の
低
い
状
態
に
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
平
成
20
年
度
に
す
べ
て
の
情

報
教
育
研
修
を
抜
本
的
に
見
直
し
、「
教

員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
基
準
」
に
準

拠
し
た
講
座
体
系
に
改
編
し
た
（
図
３
）。

ま
ず
、
す
べ
て
の
公
立
学
校
の
情
報
担
当

者
等
を
対
象
に
し
た
「
教
員
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

指
導
力
向
上
講
習
会
」を
メ
イ
ン
に
据
え
、

教
員
の
自
己
評
価
の
結
果
に
よ
り
自
ら
の

研
修
計
画
で
受
講
で
き
る
講
座
（
個
別
の

希
望
研
修
、
市
町
教
育
研
究
所
と
連
携
し

た
研
修
、
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
研
修
）

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
。
ま
た
、

初
任
者
研
修
や
教
職
経
験
10
年
研
修
の
悉

皆
研
修
に
お
い
て
も
、
情
報
教
育
研
修
を

必
修
講
座
に
位
置
づ
け
た
。
こ
の
研
修
体

系
改
編
の
２
年
後
の
平
成
21
年
度
調
査
結

果
に
お
い
て
、５
項
目
す
べ
て
に
関
し
て
、

三
重
県
が
全
国
第
１
位
と
な
っ
た
。

⑵ 

教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
向
上
講
習
会

　

新
し
い
情
報
教
育
研
修
体
系
の
中
心
で

あ
る
教
員
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
向
上
講
習

会
に
つ
い
て
、
実
施
方
法
等
を
以
下
に
紹

介
す
る
。

　

講
習
会
の
受
講
対
象
者
は
す
べ
て
の
公

立
学
校
の
情
報
教
育
等
担
当
者
で
、
各
校

１
名
必
修
の
半
日
研
修
で
あ
る
。「
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
指
導
力
の
基
準
」
を
周
知
徹
底
す

３　

�
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
向

上
に
向
け
た
取
組

　

⑴  

情
報
教
育
研
修
体
系
の
見
直
し

　

文
部
科
学
省
は
、
国
の
「
Ｉ
Ｔ
新
改
革

戦
略
」
に
掲
げ
ら
れ
た
教
育
の
情
報
化
の

目
標
達
成
に
向
け
て
、
平
成
19
年
４
月
に

「
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
基
準
」

を
策
定
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
五
つ
の
項

目
に
つ
い
て
、
す
べ
て
の
教
員
が
平
成
22

年
度
ま
で
に
「
わ
り
に
で
き
る
」
ま
た
は

「
や
や
で
き
る
」
と
自
己
評
価
す
る
こ
と

を
目
標
と
し
て
設
定
し
、
達
成
状
況
を
把

握
す
る
た
め
毎
年
実
態
調
査
を
実
施
し
て

図３　平成20年度 情報教育研修体系

図４　教員 ICT活用指導力向上講習会
（概念図）

教員の ICT活用指導力の基準５項目

【基準Ａ】  教材研究・指導の準備・評価な

どに ICT を活用する能力

【基準Ｂ】  授業中に ICT を活用して指導す

る能力

【基準Ｃ】 児童の ICT 活用を指導する能力

【基準Ｄ】 情報モラルなどを指導する能力

【基準Ｅ】 校務に ICT を活用する能力

 

す
べ
て
の
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
向
上

教員ICT活用指導力向上講習会
（すべての学校の情報担当者対象）

悉皆研修
（初任者研修、教職経験１０年研修）

情報教育研修（個別の希望研修）

ブロック別研修（市町教育研究所との連携）

ネットＤＥ研修（ｅラーニングによる研修）

その結果により自らの研修計画で受講
各自で自己評価

フォロー研修
（センター研修・ネットＤＥ研修）

県教育委員会　研修指導室

対象：すべての学校の情報等担当者
「教員ICT活用指導力向上講習会

各学校での校内研修会
実施
報告

自らの研修計画により受講

「
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ト
Ｄ
Ｅ
研
修（
※
）
を
フ
ォ
ロ
ー
研
修
と
し

て
位
置
づ
け
た
。

　

当
講
習
会
は
、
目
標
達
成
年
度
で
あ
る

平
成
22
年
度
ま
で
の
３
年
計
画
で
段
階
的

に
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

平
成
20
年
度
は
、
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

指
導
力
の
基
準
Ａ
と
基
準
Ｄ
を
実
施
し

た
。
基
準
Ａ
を
選
択
し
た
の
は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
の
効
果
を
受
講
者
に
理
解
し
て
も
ら

う
の
に
最
適
と
考
え
た
か
ら
、
ま
た
基
準

Ｄ
に
つ
い
て
は
、
情
報
モ
ラ
ル
等
を
指
導

で
き
る
こ
と
が
急
務
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら

で
あ
る
。県
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
で
２
回
、

各
市
町
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て
県
内
８

ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
８
回
、
計
10
回
の
講

習
会
を
繰
り
返
し
て
実
施
し
、
受
講
者
が

参
加
し
や
す
い
体
制
を
と
っ
た
。
講
師
は

す
べ
て
当
セ
ン
タ
ー
所
属
の
研
修
主
事
が

務
め
た
。
こ
の
こ
と
で
県
と
市
町
と
の
担

当
者
間
交
流
も
図
れ
、
双
方
の
信
頼
関
係

も
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

平
成
21
年
度
は
２
つ
の
コ
ー
ス
を
設
定

し
、
Ａ
コ
ー
ス
「
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指

導
力
の
基
準
Ｂ
と
基
準
Ｃ
」
と
、
Ｂ
コ
ー

ス「
情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
充
実
と
ネ
ッ
ト
・

ト
ラ
ブ
ル
対
応
」を
半
日
単
位
で
各
20
回
、

計
40
回
実
施
し
た
。
Ａ
コ
ー
ス
は
基
準
Ｂ

と
基
準
Ｃ
に
つ
い
て
具
体
的
な
事
例
を
紹

介
す
る
と
と
も
に
、
校
内
研
修
の
例
と
し

て
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
な
ど
の
実
際
の
機
器

を
使
っ
た
演
習
を
行
っ
た
。
Ｂ
コ
ー
ス
で

は
、
ネ
ッ
ト
・
ト
ラ
ブ
ル
発
生
時
の
対
応

や
未
然
防
止
の
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
演

習
を
交
え
て
講
義
し
た
。
ネ
ッ
ト
・
ト
ラ

ブ
ル
に
関
す
る
具
体
的
な
対
応
方
法
を
身

に
つ
け
た
担
当
者
を
各
学
校
に
養
成
す
る

と
い
う
目
的
も
あ
っ
た
。

　

当
講
習
会
を
２
年
間
実
施
し
た
こ
と

で
、
学
校
で
主
体
的
に
校
内
研
修
等
を
実

施
し
て
い
た
り
、
す
で
に
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

活
用
指
導
力
の
基
準
に
お
い
て
目
標
を
達

成
し
た
学
校
も
出
て
き
た
状
況
を
踏
ま

え
、
平
成
22
年
度
は
、
条
件
付
で
任
意
受

講
と
い
う
形
に
し
た
。
講
習
会
で
は
、「
教

員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
基
準
」
す
べ

て
の
チ
ェ
ッ
ク
項
目
の
具
体
的
な
事
例
を

紹
介
し
た
。
ま
た
文
部
科
学
省
委
託
事
業

「
先
導
的
教
育
情
報
化
推
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

の
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
向
上
研
修

テ
キ
ス
ト
を
活
用
し
た
校
内
研
修
の
す
す

め
方
を
演
習
し
た
。

　

こ
の
講
習
会
の
特
徴
と
し
て
、
す
べ
て

の
公
立
学
校
を
対
象
に
、
教
員
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
指
導
力
向
上
を
目
的
と
し
た
校
内
研
修

等
の
計
画
的
な
実
施
を
促
し
た
こ
と
が
あ

る
。
前
年
度
の
調
査
結
果
を
も
と
に
現
状

把
握
し
、
各
学
校
の
実
態
に
合
わ
せ
た
校

内
研
修
等
を
計
画
し
実
施
す
る
、
そ
し
て

実
施
後
の
課
題
と
成
果
を
踏
ま
え
て
次
の

校
内
研
修
計
画
を
立
て
る
、
と
い
う
い
わ

ゆ
る
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
す
べ
て
の
学

校
で
円
滑
に
行
え
る
よ
う
に
取
り
組
ん

だ
。
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
進
め
る
こ
と
が

で
き
た
背
景
と
し
て
、
三
重
県
が
「
学
校

経
営
品
質
向
上
活
動
」
に
取
り
組
ん
で
お

り
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
ツ
ー
ル
に
し

て
教
育
活
動
の
改
善
を
図
る
と
い
っ
た
下

地
が
あ
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。ま
た
、

社
会
的
な
背
景
と
し
て
、
情
報
モ
ラ
ル
教

育
が
喫
緊
の
課
題
と
認
識
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
要
因
の
一
つ
で
あ
ろ
う
。

４　

�

お
わ
り
に

　
「
教
育
は
人
な
り
」
と
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
の
た
め
に
教
員

の
資
質
・
能
力
の
向
上
は
不
易
の
課
題
で

あ
る
。
時
流
や
社
会
の
変
化
に
応
じ
て
研

修
の
ス
タ
イ
ル
は
変
わ
っ
て
も
、
こ
れ
で

終
了
と
い
う
ゴ
ー
ル
は
な
い
。

　

平
成
21
年
度
の
調
査
結
果
で
は
た
ま
た

ま
全
国
１
位
と
な
っ
た
も
の
の
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
て
指
導
で
き
る
教
員
の
割
合
が

１
０
０
％
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
子

ど
も
た
ち
の
学
習
に
対
す
る
意
欲
や
興

味
・
関
心
を
さ
ら
に
高
め
て
「
わ
か
る
授

業
・
魅
力
あ
る
授
業
」
を
展
開
す
る
た
め

に
、
今
後
も
継
続
し
て
教
職
員
の
指
導
力

向
上
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

※ 　
「
ネ
ッ
ト
Ｄ
Ｅ
研
修
」
と
は
、
教
職
員

の
研
修
機
会
を
確
保
す
る
た
め
に
、
平
成

14
年
度
に
開
設
し
た
、
三
重
県
内
の
高

速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
回
線
を
利
用
す
る
ｅ

ラ
ー
ニ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
こ
と
。「
い
つ

で
も
・
ど
こ
で
も
・
な
ん
ど
で
も
」
を

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、
勤
務
校
を
離
れ

る
こ
と
な
く
研
修
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の
基
準

や
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
の

研
修
を
含
め
て
、
現
在
、
１
７
９
本
の
多

様
な
内
容
の
教
材
コ
ン
テ
ン
ツ
を
視
聴
で

き
、
平
成
21
年
度
の
延
べ
受
講
者
数
は

１
万
４
０
８
５
人
で
あ
る
。


